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アルツハイマー病は Amyloid βProtein（以下
Aβ）の脳への蓄積が特徴的であり、可溶性 Aβ オ
リゴマーが、神経細胞に障害を与えるという「ア

ミロイド仮説」が有力である。 脳脊髄液には血

中の約 10倍濃度の Aβが存在し、脳から血管への
Aβ輸送経路も明らかになっている。 我々は「血
中から Aβを除去して、血中 Aβ濃度を急速に下げ
れば、それがトリガーとなって脳から血液への Aβ
輸送が亢進し、脳内 Aβ が減少することにより、
認知症が改善できるのではないか」との仮説を立

て、「血中 Aβ除去によるアルツハイマー病治療シ
ステム」の創製研究を開始している。（図１） 
我々は、まずAβの吸着除去から検討を始め、in
vitroで高いAβ除去能を示す医用材料２種を見い
だした（図２）。最も除去性能の高かった

hexadecyl-alkylated cellulose particles (HDC)は
セルロースビーズ担体にC16 のアルキル基が付い
たものである。 HDCカラムを用いた透析患者の
血液浄化療法において、ヒトの全血中のAβB1-40 B、

Aβ B1-42 Bはともに、HDCにより高効率で除去され、
その結果として全身循環血液中のAβ濃度も 4時間
の施行で 30-50%程度低下した。  
 ついで、もっとも広く行われている血液浄化療

法である血液透析における血中 Aβ 濃度の変化を
検討し、透析患者の認知機能についても触れた。


